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図1 本山窯採集の緑刺陶器（ I～5・9），灰楢陶器（6），須忠器（7・8・10～12)
のほか，実験水槽新営工事の立合調査では，縄文後期の宮滝式土器を採集した。
木山窯跡は，京都市北郊岩倉盆地に所在する，平安前・中期ごろの緑和i陶器を生産した
遺跡である〔宇佐56pp. 30-33〕。今回の分布調査の結果，農学部附属演習林上賀茂試験地
東方の畑地に遺物の集中する地点を確認し，多数の緑桝陶器，灰渦陶器，須恵器を採集し
た（図 1）。採集した緑柚陶器は36片。器種には椀・ fl止・査があり，底部には平底・蛇の目
高台・削り輪高台のものが各 l点ずつある。採集した須恵器は156片で椀・皿・査がある。
腕・皿の89片のうち，平底は10片，蛇の目高台3片，削り輪高台5片，付け高台3片と，
平底のものが多いことが注目される。また，水瓶が28片あり，椀・皿に次いで、多L、。また，
周辺で，縄文土器や中世の遺物なども採集しており，当地に多様な遺跡が存在することも
確実となったO
京都府向日市物集女に所在する農学部附属植物生殖質研究施設の穴合調査では，打製石
器や須恵器のほか，中世後半の遺物を採集ーした。この一帯は，中海道遺跡として，これま
で十こ， 弥生後期から古墳時代の遺構・遺物が発見されてし、る〔高橋（;l:;/,),79pp.51-71〕。ま
た，研究施設の東側の畑地には，土塁と濠が現存し， 「御所街道」， 「中海道」など垣内
を意味する字名が存在するため，中世後半の：b＆館が存在した可能性が高＼，，（木下71pp.179 
-181Jo 
以上のように，吉田キャンパス外の附属施設においても，多くの遺跡を調査し，あるい
は新たに遺跡を確認した。今後，これらの遺跡に対しても，その実態解明のための調査研
究をおこない，保存の策を講ずる計画である。
